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本稿は, 『元曲選 』に多量に現われるA I∋B型形容詞 の構造と用法に つ い て論じたもの で ある｡ . 構造の 分
析に 際して は , 帯幹A を述詞性, 体詞性, 擬音性 の 三 つ に分類 し, 『元曲選』 申の A B B塾形容詞を列挙
した ｡ 用法の分析に際して は, 接尾要素- BBとAB B全体の 好悪 の感情の 関係と い う点か ら考察を行 っ
た o A BB型形容詞 を-BB と A B B全体 の好悪の 感情の関係か ら分析する こ とに は , 一 定 の 妥当性 が ある ｡
キ ー ワ ー ド
A B B型形容詞, 元曲遷, 述詞性, 体詞性, 擬音性, 好悪 の感情
l 序 論
語形変化の 乏し い 中国語に あ っ て , 唯 一 語
形変化 と考え得る の は<重畳> 形だ けである
1)
と い える ｡ 重畳とは同 一 の 形態素をくり返 し
て単語を組み立 でて い く こ と で, 現代中国語
で は, 名詞, 動詞, 形容詞 が重畳形を持 つ ｡







(白 い) に対する " 自晃晃
''
(きらきら光る) が その 一 例 である ｡ 接尾要
秦 - B B が
, 属性を示す語幹A に描写性を付
与 して い る と い える ｡
こ の A B B型は古く は 『楚辞』 に 見られ る
だけ で, そ の後 は ｢元 曲｣ に至る まで稀 に し
か用 い られ なか っ た と い われ る…)
本稿 は ｢元 曲｣(元代 の 歌劇) の 脚本集で あ
る 『元 曲選』 に 現 わ れ た A B B型形答 詞 の
- B B に着目して , その構造と用法を明らか に
しようとするもの である ｡ - B B に着目する理
由は 二 つ ある ｡
第 一 に , - B Bに描写性 を付与す ると い う語
法意義と して の 重要性 がある こ と ｡
第 二 に, - B B が中国語に お ける 内部屈折 と
いう形態論 的側面と深く関わる こ と ｡ 例えば,
河南省北部 の 獲裏方言で は, A B
'
B型形容詞
の - B Bの 韻母 の 音形 が交替す る こ と でA B
3)
B全体 の 好悪 を示す｡
①這小米黄欄喝兄 [1a n,Jlt'r｣]的, 慣是新打
下乗的 ｡(こ の 莱は黄色くつ や つ や して い る
が
, た ぶ ん脱穀 した ばか りなの だ ろう)
4)
①′他的騰貴欄D欄D [1 如1 如] 的, 像是有捨病 .




か か っ たようだ)
新江省東南部の 温嶺方言では , A B B型の 末
5)
尾の - Bが ｢変普｣ する こ とでA B B全体が















まし い状態 として とらえられ る ｡
『元曲選』 中の A B B型形容詞の -B Bの 用
い られ方に, 獲嘉方言や 温嶺方言に 見ら れる
内部屈折と の 関連 が見い 出せ る の か どうか ,
これが - B B に着目した 第二 の 理由である ｡
本論に入 る前に順序 として, A B B型形容
詞及び 資料 となる 『元曲選』 に つ い て もう少
し説明 を加える ｡
2 A B B型形容詞 に つ い て
現代中国語 の 形容詞の 重畳形は, 以下に示
6)
すように五つ の タイ プに大別で きる ｡























































以上 の 重畳形は 強調形式とも呼ば れ るが ,
｢程度｣ を強調する の では なく, 原形の 形容
詞 が属性 を示すの に対 し, 重畳形は描写性を
付与す るもの である こ と は序論 でも触れ た ｡
原形 と重畳形の 間に は, 文法機能の 面 でも差
が認め られ る の で, 形容詞 の 原形は性質形容













さて, A B B型は表に示した通り, 単音節
形容詞 と 二音節形容詞の 両方にまた がる重畳
形である ｡ すなわ ち, A B B型は次の よう に
8)
分析する こ とが可能になる ｡









厳密に言えば(A)B B型の みをA BB型形
容詞 として認め る べ きであ ろうが ,- B Bの 描
写性を探 るに は, (A B)B型も考療の 対象に
含め てもよい と考える ｡ 本稿 では, さ らに A
B B型 の擬音語も広義の A B B型形容詞 に含
め て考える ｡
3 『元 曲選』 に つ い て
元代 (12 34年 - 1 368年) に凝生 し流行した
歌劇である ｢元曲｣ は, 脚本を現存する演劇
として, 中国最古 の もの で ある と い われ て い
9)
る ｡ 現存する テキス トは
『元曲選』 の 他にも
数種あるが , 最も広く伝 わ っ て い る の は 『元




奏』, 『顧曲療古瀬劇』, 『梱志寮元 明確劇』 を
10)
底本に, 手を加 え, 寓暦43年 (161 5年) に前
50集を編纂刊行し, 翌年 に後50集を編纂刊行
11)
した もの とさ れて い る ｡ 戚慾循 が手を加えた
こ とに対す る功罪は , つ とに文学的見地か ら
論 じられ て い る が, 罪よりも功の 方が 多しと
12)
する 見方が 強い ｡
言語資料 として 『元曲選』 を見た 場合 ,
『元
曲選』 の 刊行年 か ら見て も, そ れ が 元代 の 口
語を直写して い る とは言えな い に して も,
一
人 の編者 が , しかも徹底的に手を加えた と い
う こ とは, 言語 の 均質性 と い う点 で はむ しろ
肯定的に 考えてよか ろう ｡
本稿 は 底 本 と して 中華書局 版
『元 曲選』
(1 97 9年第3 次印刷) を用 い た o
4 A BB 型形容詞の構造
『元 曲選』 中の A B B型形容詞
｢元曲｣ 中の 状態形容詞 に つ い て論 じた先
13)
行研究と して, 楊建国 (19 82) がある ｡ そこ
では A B B型以外の 状態形容詞に つ い て も論
じられて い る が , 主に文法的機能を論ずる こ
とに重点が置か れて い る ｡ A B I∋型に つ いて
は, A I∋Bの 構造に つ い ても考察が加えられ,
Aを述詞性の もの と体詞性 の もの とに分け,
前者をAIB B, 後者をA2B B として い る ｡ 本
稿は 2 で述 べ たように擬音語 の A B B型もA
B B型形答詞に含め て考える の で両者に加え,
新たにA が擬音語 の構成要素となる A3B Bの
三 つ の 型に分 ける こ とにする ｡ A の性質に よ
り
,
A が述詞性の A B BをⅠ型, 体詞性の A
B BをⅠⅠ型, 擬音の A B BをⅠⅠⅠ型と して , 以
14)
下に 『元曲選』 中の A B B型を列挙する ｡ な
お ,( )内の 数字は, 底本とした中華書局版
『元曲選』 の ペ ー ジ数 と行数を示す｡ 複数例
ある場合は , ペ ー ジ数 の 小さ い もの か ら 二例
の み の 該当 ペ ー ジ数 と行数を記す ｡
4 .I Ⅰ型
請蒼蒼(1 358. 1) 暗昏昏 (111. 5) 自
邸部 (96･ 7 , 111 4. 5) 自荘荘 (10 6. 13,
256･ 7) 白嘆瑛 (1 4 34. 1 3) 自森森 (7 6 .
1) 自鞍繋 (111 9. 7) 薄怯怯 (11 21.
10) 薄繋繋 (14 58. 15) 悲切切 (285. 21,
5 65･ 1 3) 碧澄澄 (84 7. ～l l, 1 2 59. 21)
碧新発《(1 51 9･ 15) 碧冷 冷(1 094. 4)
碧茸茸 (16. 3) 碧聾聾 (1 651. 2) 碧
湛湛(1 529. 3) 碧造造 (39 2. 1 6) 碧悠悠
(170 4. 8) 碧油油 (1 70 8. 5) 雌支支
(1 491. 6) 別勿勿 (125 7. 1 2) 不僅僅
228. 6 , 56 5. 1 5) 不掩掩(1 390. 1 2) 不
昭昭(1116･ 12) 噌可可 (1 98. 1 3) 顛醜
義 (80 2. 9 , 1 66 7･ 1 7) 長穂穂 (35 9. 7,
1 66 7. 1 7) 噴念念(3 57. 9 , 5 08. 1 7) 派
鮎鮎･(3 03. 20, 388. 1 7) 抗黙獣(5 28. 1 2,
6 79･ 9) 穆櫨砲 (359. 6, 5 19. ll) 藤
可可 (6 34･ / 1 9, 74 4･ 2) 恥督営(1 12 5. 2)
赤津津 (1 99･ 6) 赤 潜顧 (1 349. 20) 赤
73
健保(19 7. 6, 2 51. 1 2) 赤焔焔 (1631. 1 9)
赤資資(5 50. 3 , 7 95. 20) 重畳畳 '(1634.
8) 愁戚 戚 (1 57 3. 4) 愁冗 冗 (4 08.
5) 噛呼呼 (1 74 8. 20) 賜卿 卿 (351.
1 7) 粗室生(644. 1 8) 粗刺刺(7 92. 4)
粗濠涼 (4 00. l l, 7 66. 1 9) 酷滴滴 (1 53 5.
21) 脆常券 (14 34. 1 4) 翠醜貌 (61 4. 19,
729. ll) 村棒棒 (1 293. 1 2) 大 設設
(7 95. 20) 呆郡部 (78. 1 7, 1 05 1. 15)
淡昏昏 (10 93. 1 6) 淡濠濠 (78 8. 17) 低
棲壊(1 081. 4) 鉄躍躍 (2 38. 12) 迭層
屠(1 373. 1 7) 凍剥剥(1 08. 7 , 4 4 5. 21)
凍刺刺(21 9. 1) 凍欽欽(1 12. 1) 悪
眼岐 (1 08. 2, 18 9. 1 5) 悪狼狼 (1 70. 5,
256. 15) 悪恨 恨 (1 00 7. 1 4) 悪政 轍
(34 2. 1 9, 35 7. 10) 番浪濠 (5 02. 18)
翻濠涼 (28 5. 1 , 3 73. 7) 非草草 (1 618.
5) 漸衰濠 (1 0 27. 3) 沸騰騰(8 38. 2 ,
14 79･ 15) 分朗朗(31 2. 1 6) 甘剥剣 (6 74.
14) 乾剥剥 (37. 3 , 250. ll) 乾支支
(14 14. 1 6) 高聾聾(351. 1 8, 8 02. 1 0)
古怪怪 (123 5, 1 4) 孤 男男 (1 222. 1 2)
孤椿椿 (7 82. 17) 光燦燦 (17 20. 5) 光
縛綿 (1 229. 8) 光閃閃(9 25. 1 3, 13 58.
9) 光場場(3 78. 1 4) 光陰陽(1 70 8. 4)
鬼促促(10 36. 1 8) 寒漂漂 (1 225. l l, 1 718.
7) 寒械械 (12 35. 1 6) 寒森森 (1 0 6. 1 3,
484･ 1 5) 黒 帯賢 (1 03. 1 8, 9 91. 8) 黒
沈沈(1 496･ 4) 黒 洞洞 (59. 9 , 76. 6)
黒 潮蔓(51 9･ 10, 6 4 6. 1 3) 黒濠濠 (11 83.
1 5) 黒 甜甜 (7 22. 1 5) ) 黒突突 (96. 8)
黒 異星 (6 76･ 10) 黒髭髭 (766. 1) 恨
沖沖(1 23 2･ 4) 恨勿勿 (8 2 9. 20, 1232.
9) 恨綿綿(408. 5 , 10 91. 12) 紅髭髭
(14 14･ 19) 紅稜壊 (1 80. 1, 99 2. 1)
紅溜溜(2 52･ 1) 紅灼灼 (13 61. 3) 滑
擦擦 (2 5 ･ 8) 荒冗 冗 (66 8. 1 7) 慌
速達 (284･ 20, 695･ 20) 慌 張張 (1 3 9. 4 ,
1 63･ 1 4) 黄登登(10 89. 1 0) 黄甘甘 (182.
21
,
324･ 1 0) 黄乾乾 (9 63. 1 8) ･黄液濠
74 LLJtfl 異 -
(1 357. 2) 責穣穣 (1727. 2) 昏惨惨
(8 64. 1 6, 9 64. 1 5) 昏管帽β(1 631. 8)
昏輯再 (141 4. 20) 昏跨瞭 (6 46. 1 3) 急
巴巴 (11 33. 6) 急慌慌 (1 602. 3) 急
煎煎(1 25. 2, 28 4. 20) 急荘荘(6 51. ll)
急忙忙(6 33. 9, 84 8. 13) 急穣壊 (56 3.
20) 急穣穣 (21 8. 21) 急殿殿(6 5 5. 5)
急蘇鮮 (25 5. 7) 急跨瞭 (39 1. 15) 急
旋旋 (3 92. 15) 急鮎鮎 (7 50. 1 7, 1 28 2.
1 9) 急顛顛 (1 391. 4) 慣慣性 (1 5. 10,
51 5. 5) 恨 醸醗 (17 43. 1 9) 矯 淡 淡
(15 32, 17) 矯滴滴 (5 7. 7 , 3 54. 8)
矯怯怯(1 743. 1 3) 叫瞳瞳(170. 5) 叫
帆帆 (1 69 5. 14) 叫啄呼 (59. 1 5) 叫吋
吋 (78. 17, 1 27. 1 5) 叫y y(3 4 2･ 19)
緊糾糾 (1 480. 1 6) 緊邦邦 (1 61 8. 6)
碑棟裸 (1 349. 1 9) 静嵯峨 (19. 20, 540･
3) 静情惰 (2 43. 13, 8 9 5. 9) 空蕩蕩
(11 21. 10) 空擾擾 (1 05 5. 1 7) 実時暗
(1 02. 9, 1 27. 3) 芙吋口Y(7 66. 20)
苦滴滴(744. 1) 苦掩掩 (16 32. 16) 苦
傭僚 (46. 1 6, 714. 1 3) 苦孜孜 (634. 1 8)
寛緯締 (1 6. 1 , 9 83. 1 8) 困降幡 (3 33･
9 , 80 0. 5) 欄 捌替(1 68 2. 8) 傾設設
I(91 5. l l) 柴紛紛 (1 63 5. 18) 柴陶陶
(7 23. 10, 7 97. 12) 冷水泳 (10 4･ 19,
30 3. 2 0) 冷T T(5 28. 12, 5 39. 8)
冷化化 (270. 19) 冷清清 (13. 3 , 5 6･
18) 冷厳艶 (2 52. 1 , 259. 6) 立欽欽
(2 22. 1 2, 24 3. 12) 涼廠廠 (14 34･ 13)
第醜貌(262. 7 , 351. 1 9) 漏況況 (6 05･
5) 緑澄澄 (1 458. 15) 緑茸茸 (9 01･
20) 緑依依 (61 9. 1 5) 乳紛紛 (519･ ll,
8 64. 1 9) 乱溶液 (9 58. 3ゝ 1 294･ 8)
乳慌慌 (2 84. ll) 乱蓬蓬 (78･ 17, 1 632.
1 8) 乱繋繋 (35 9. 6 , 71 0･ 6) 乳擾擾
(7 23, 10) 麻撒撒 (70 1･ 10, 7 01･ 1 6)
護 慨徴(3 42. 20) 謹勿勿 (10 93･ 17) 悼
騰瞭 (78 2, 1 7, 111 9. 9) 忙劫劫 (2 84･
ll) 実甘甘(1 80. 1 2, 1 244･ 4) 美姿姿
(16. 1 7) 美孜孜 (1460. 9, 1 66 6. 1 3)
悶況況 (111 4. 4 , 1 501. 15) 悶憾傭 (5 6.
1 8
,
6 77. 1 0) 蜜煎煎 (1 434. 14) 密濠濠
(1 07. 1) 密匝匝(3 57. 10, 3 57. 21)
密積積 (1 651. 2) 明去去 (2 36. 3 , 4 13.
4) 明 晃 晃 (60. 1 2, 282. 14) 明絞較
(1414. 21, 17 32. 8) 明朗朗 (39. l l,
1 3 2. 9) 明艶鮎 (3 57. 1 0, 12 82. 18)
岡抄抄 (111 9.
ll) 闇妙妙
(1 341. 1 7)
聞咳咳(41 9,
5) 聞火火
敬 (1 64 3. 21)
壊 (7 2 3. ll,
1 8) 怒噴嘆
17) 間ゆゆ (7 9 5. 19, 9 67.
(1 6. 3 , 2 84. 20) 同族族
闇咳咳 (1 9 1. 7 , 51 9. 12)
ll, 5 08. 1 7) 間荒荒 (3 59.
(274∴ 1 2, 1 269. 21) 聞取
間壌嘆 (1 038. 4) 同棲
1 49 7. 3) 間茸茸(1 63 2.
(1 23. 8) 怒唱喝 (130 3.
4)･ 怒思念 (108 5. 8) 怒炊供 (111 0･
1 8) 愁嘆咲 (1 26 2. 1 7) 怒畔吟 (238. 6 ,
1 523. 21) 怒陀旺 (1 77. l l) 怒解約
(1 64 3. 21) 怒気鼠 (15 80. 1 8) 暖妖炊
(140 2. 4 , 141 6. 1 4) 暖溶溶 (16. 4 ,
799. 1 2) 暖融融 (109 3. 18) 破殺 殺
(111. 1) 膏埠積 (357. 1 0, 5 20. 21)
侶促促 (1 04. 1 9, 1 8 0. 1 2) 倍冥冥 (1 245.
1 3
,
1 68 8. 1 3) 青森森 (1 322. 1 5) 青港
港(17 27. 2) 青旋旋 (46 1. 7) 青鵠鵜
(14 92. 2) 育湛湛 (7 09. 1) 清秋秋
(3 7. 3 , 39. ll) 清湛湛 (1 704. 7)
軽練練 (1 6. 3) 窮滴滴(4 45. 21, 637･
5) 曲射窮 (24 3. 1 2, 280. 7) 曲轡撃
(3 59. 5 , 8 0 2. 1 0) 熱炊炊 (9 93･ 3,
1 573. 4) 熱刺刺 (1 41 5. 1 5) 熱 海施
(23 8. ll) 任紛紛 (1 33 2･ 8) 軟指瑞
(256. 16, 11 21. l l) 軟怯怯 (60･ 7 ,
7 67. 1) 軟柔柔 (14 34. 1 3) 軟 設 設
(1213. 17) 軟薪蘇 (13 91･ 12) 潤濠濠
(3 63. 12) 弱繊繊 (1 5 32. 1 7) 生刺刺
(76 6. 1 9) 生刺刺 (1 25. 3 , 2 62. 8)
浬津津(37 8. 14) 覆没浸(1 46･ 1 , 79 7･
1 2) 漫淋淋 (2 56. 4 , 1 652. 8) 漏洩様
『元曲選』 中の A B B型形容詞
(24 7. 7, 99 3. 3) 章捌 杢(7 66. 1 8)
賛石基 (1 98. 13, 5 36. 1 3) 痩怯怯 (1 46 9.
18) 壇亭亭(26 9. 21) 痩岩岩 (3 . 6 ,
1 81. 7) 痩諾品 (14 54.1 9) 痩倣促(3 22.
16
,
1 534. 8) 廟踏踏(9 81. 1 0, 1554. 6)
死杢丞 (213. 16) 酸溜溜 (8 84. 2, 14 34.
13) 砕紛紛 (6 23. 1) 嘆空空 (1 09 3. 1 7)
甜津津 (14 34. 1 2) 痛殺殺 (3 73. 4 , 6 0 7.
1 7) 痛繋繋 (1 25. 3 , 288. 1) 退怯怯
(154 4. 3) 柾踏踏 (2 6 . 1) 望 巴巴
(1 395. 7) 望 逼迫 (7 0 9. 1) 文偶傾(1 52.
2) 穏丞杢 (7 92. 4) 穏柏柏 (82. 3,
1 25. 2) 舞顧顧 (4 74. 18) 舞親瓢(7 87.
8 , 864. 16) 舞旋旋 (1 6 7. 3, 2 52. 1)
舞依依 (13 52. ll) 稀刺刺(1 11. 1, 1 068.
1 7) 喜都都 (321. 14) 書溶溶 (14 62. 16)
喜融融 (1 039. 6) 喜孜孜 (1 77. 10, 1 80.
1 3) 細濠濠 (70 9. 3) 細島裏 (3 59. 7,
14 69･ 1 8) 細締締 (3 63. 1 2) 鮮 潤 潤
(14 34. 1 4) 間揺揺 (72 3. ll) 間違造
(7 78･ 4 , 1 326, 20) 聞逝逝 (51 7. 5)
響擦擦 (1 739. 1 4) 鳴渡混 (170 4. 1 8)
咽喉峠 (9 73･ 2) 響堵増 (25 9. 20, 5 19.
9) 鴫T T(1 3. 2) 響堺堺 (35 5. 2 ,
1 705･ 6) 響腰願 (1 295. 20) 小額頼
(766･ 1) 笑瞭恰 (8 84. 2 , 1 08 2. 1 6)
笑 珂吋(275･ 8, 1 641. 1 9) .笑微微 ノ(5 20.
1 6) 笑岬岬 (1 6. 1 , 1 0 2. 9) 笑 欣 欣
(1 36･ 1 5, 5 7 5. 8) 笑吟吟 (2 03. 18,
2 41･ 7) 雄起起 (189. 15, 3 16. 2)
休様様 (288. 8






蓋答答 (54. 5, 5 8. 4)
虚風貌 (16. 1 , 1 81.
7) 案町D (15 9. 1 9, 41 1. 1 6) 架紛紛
(1 339･ 8) 僚漸漸 (1 68 7. 1 7) 監事亭
(14 60･ 9) 硬邦邦 (4 00. l l, 766. 1 9)
ー硬挿挿 (4 7･ 1 5) 港観観 (10 95. 4) 請
蘭閲 (4 74･ 18) 語刺刺 (164 1. 19) ㌧ 語詩
語 (407･ 7) 菅沢抗 (4 63. 10) 響醜貌
(1 358･ 9, 1 460･ l l) 遠道造 (1 718. 8)
怨衰 衰 (151 4･ 1 4) 乍殿舵 (1 86. 8)
75
窄狭狭 (148 0. 16) 戟競娩 (10 6. 2 , 394.
ll) 戦欽欽 (6 0. 1 3, 1 63. 1 4) 戟新鮮
(1 730. 1 8) 支生生 (9 64. 1 4) 盲僅優
(1 07･ 2) 盲挺挺 (243. 1 2; 501. 20)
志学寧 (15 73. 4) 傾慨悌 (3 24. 1 0)
峯律律 (37 3. 6) 酔抗況 (4 64. 13)
酔艦腹 (1252. 1 6) 酔陶陶 (491. 1 5, 1 206.
1) 酔醸族 (20. 2, 1 01. 9)
4 . 2 ⅠⅠ型
考斑斑 (8 21. 4) 病倣悔 (48 4. 3, 706.
15) 歩遅遅 (1 270. 2) 革斑斑 (･8 2 9.
5) 滴漣漣 (8 4 5. l l) 笛悠悠 (77 9. l l)
風淡淡 (1161. 1 9) 風凄凄 (7 89. ll)
風楓楓 (8 61. 5) 風願願 (2 51. 21) 風
照願 (797. ll) 風習習 (4 75. 9) 骨岩




1 48 0. 1 5)
(1 73 9. 1 5)
(1 11 6. 7)
涙紛紛 (1 0 2.
1 9) 涙糧洩
滑(1 05 3. 1 0)
(1 021. 1 0)
3 , 77 9. l l) 汗津津 (1 45 8.
汗浸浸 (6 0. 8) 汗淋淋
汗溶溶 (48 0. 1) 火匝匝
浪淘淘(61 4. 20, 70 8. 16)
14) 涙漣漣 (6 43. 14, 8 78.
(10 28. 9, 150 2. 5) 涙滞
涙緯線 (6 34. 1 8) 涙釈釈
涙江庄 (160 2. 3) 涙盈盈
(5 65･ 13, 9 57. 2) 露消消 (4 75. 9)
箆冷冷 (1269. 17) 露溶溶 (1 08 2. 20)
路道道 (7 0 6･ 19) 帽 兄光光 (11 60. 7,
1 24 8･ 4) 帽光光 (1559. 1 6) 貌堂 堂
(316･ 2, 6 44･ 9) 膿塘塘 (1 1 21. 1 4).
気昂昂 (20.
10, 1 544. 3)
気暗鳴(59 8.
9) 気撲撲








1 , 8 2･ 2) 気勃勃(1 28 5.
気沖沖(514. 9, 9 47. 1 2)
7) 気重 杢 (1 06. 3 , 3 55.
(10 77. 16, 1288. 7) 気騰
気炎炎 (1 533. 1 0) 気壷五
情脈脈 (5 5. 1 9, 3 52. 7)
1 5, 81 7. 14) 情切 切 (161 9.
(165 2. 5)J 人紛紛 (1 26 9.
(1 600. 6) 舌刺刺 (1022.
身凌凄(316. 2) 聾利別
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(1 27. 1 8)
(1 287. 10)
(16 00. 6)
(16 44. 1 6)




勢淘淘 (1 631. 1 6)
手織繊 (1 550. 1)
水道追 (7 89. 1 0)
思瓢瓢 (72 3. 1 0)
銭 層層 (5 01. 20)








戚凄凄(6 88. 1 4, 139 1. 20)
19) 起 郡部 (7 00. 18,
1 531. 1 2) 香壊壊 (1 6. 2, 7 97. 1 3) 香
噴噴(1 57. 9 ,
20) 心切切
5) 輿悠悠
3) 袖 楓 瓢
1 0, 703. 1 0)
確 (139 6. 9)
楓 楓 (789. ll,
157. 1 5) 香港渉 (13 56.
(3 29. 16) 星秋秋 (566.
(7 97. l l) 興勿勿 (1 713,
(7 97. 10) 血 歴 涯 (62 5.
血 ほ ほ (7 45･ 8) 申禄
雪紛 紛 (1 0 60. 18) 雪
8 61. 5) 煙 支 支 (700.
18) 限巴巴 (3 22. 9 , 3 27. 8) 眼曙曙
(14 69. 1 2) 眼濠濠 (4 80. 1) 限 揮 蹄
(1 25. 3, 1 30. 6) 焔騰騰 (1 27. 1 3,
51 3. 2) 夜況況 (109 3. 1 8) 夜 道追
(566. 5) 夜怪催 (10 7 2. 1 9) 意擬療
(31 3. 3) 意蓮遅 (9 57. 3 , 1 230. 7)
意慌慌 (161 9.
懸懸(4 7 5. 1 8,
油 掛溝 (1 59 9.
雨林淋 (2 58.
凍清(70 6. 1 9)
澄(3 53. 5)
(59. 9 , 78 9.
1 5) 意欣欣 (4 07. 2) 意
6 05
. 5) 意孜孜(55. 19)
1) 雨漣漣 (1 652. 6)
1) 雨冷冷 (35 2. 7) 雨
玉鐙 鐙 (1 094. 4) 月澄
月溶溶 (1 161. 1 9) 雲賢覧
10) 雲淡淡 (258. 1)
雲妙妙 (7 06. 1 9) 韻悠悠 (1 649. 21) 志
昂昂(79 7. 1 0) 噂巴巴 (4 81. 1 6, 1 753.
1 2)
4. 3 ⅠⅠ型
必律 律 (1 2 7. 13) 勃 掃除 (61白. 1 6,
1 49 1. 1 6) 不刺刺 (6 52. 20, 83 6. 1 2)
不 登 登 (1 1 2. 6) 不 部晋β(256. 4 , 5 18.
2) 不利刺 (5 20. 1 8, 6 94. 1 3) 不 朗
朗 (1 37 1. 4) 不 瞭瞭(51 9. 1 0, 604.
2 0) 赤カカ (6 0. ll, 6 91. 3) 赤歴歴
(310. 1) 赤律律 (1245. 1 7) 促律律
(1 29 6･ 1 9) 卒律律 (16 30. 1 9) 滴溜溜
(1 06. 14, 2 40. 6) 油層層 (1 531. 13,
1 581. 4) 篤速達 (1 3 3. ll, 21 8. 21)
篤穀穀(1 0 6. 21) 吃刺刺 (35 4. 19) 吃
躍 躍 (4 11. l l) 吃刺刺 (9 6 5. 8) 花
押挿(1 296. 17) 陀登登(9 02. 10) 信踏
踏 (23 2. 1 9, 7 50. 19) 絃支支 (7 66.
20) 各刺刺 (1 5. 21, 709. 4) 各刺刺
(8 61. 6 , 1 731. 1 2) 各部榔(38 8. 1 3)
各重支 (60. 1 2, 1 02. 1) 骨都都 (6 91.
3) 骨利別 (8 72. ll, 8 74. 5) 骨嶋崎
(1 642. 6) 骨様様 (21 8. 21, 38 8. 2)
喝噴噴 (3 94. 10, 604. 6) 合刺刺(3 88.
1 2) 黒的的(1 664. 18) 黒婁 婁(5 01∴ 20,
8 94. 1 8) 黒 噴噴 (1 5. ll, 1 06. 14) 約
噴噴 (10 66. 4 , 1 204. 10) 忽刺刺 (358.
14
, 519∴0) 忽喧嘩 (72 2. 15) 吉普鷺
(12 96. 16) 轄堵増 (60. ll) 櫨擦擦
(7 50. 1 7, 128 7. 1 2) 瞳撲撲 (140 0. 15)
可擦擦(78 5. 21, 12 96. 17) 可杢杢(10 10.
2
,
115 7. 8) 可撲撲 (284. 1 0, 11 62. 2)
克匝匝 (13 98. 6) 石乞躍 践 (7 09. 4)
撲刺刺 (6 01. 7) 撲登陀汚(125 7. 1)
撲響琴 (5 19. 9 , 7 50. 1 7) 撲終 略(63 6.
1 3) 撲刺刺 (1 244. 4 , 1287. 19) 撲様
様 (170. 5 , 3 24. 1 5) 撲速速(1 373. 17)
撲蘇薪(1 5 2. 2, 21 6. 3) 撲跨瞭 (15.
21, 282. 14) 七林林 (39 2. 1 5, 7 82. 1 7)
緑林林 (1 287. 1 2) 風刺刺(8 64 . 1 9)
桑吸取 (16 49. 21) 疏利別(10 3. 1 8, 1 66.
10) 麻娘吸(3 62. 7 , 6 01. 7) 速様様
(1 730. 4 , 17 31. 1 2) 式梼楊 (9 92. 9 ,
11 52. 3) 式梼楊騰 (60, 1 2, 71 7. 20)
土 魯魯 (39 5. 4) 吸 哩 哩 (16 31. 8)
敗力力 (31 0. 1) 漸零零 (2 32. 7 , 2 59･
21) 噺啄啄 (1 705. 6) 支刺 刺 (75 0,
1 9) 支環環 (2 32. 19, 7 17. 21) 足律律
(324. 7 , 57 5. 1 4)
『元 曲選』 中 の A B B型形容詞
5 - B Bと股義 ･ 褒義
楊 (1 982) は , A B B型形容詞 にお けるA
と- BBの 組み 合わせ が , 元曲で は現代語より
15)
も ｢ゆ るやか ｣ だ として い るが , こ の指摘は
再考を要する ｡ こ の こ とは , 『現代中国語A B
16)
B型形答詞逆配列用例辞典』 を見れば明 らか
で, 試み に 同辞典に収め られ た, ｢汽｣ をA と
するA B B型形容詞を挙げると, ｢ 萎も昂昂, ㌔
沖沖, 気噌喋,
′
気榔榔, 宅急念, L-l 憤憤, JE -i
鼓鼓,
L=-L秀秀, 気呼呼, 気呼呼, 気坑坑, ㌔





呼呼｣ の1 7例ある ｡ こ れに対 して, 『元曲選』
に は ｢気昂昂, 気勃勃, 気沖沖, 気蜘台, 義
重丞, 気撲撲, 気騰騰, 気炎炎, 気志気｣ の
9例 があり, こ れだけを見る と, 楊の指摘 と
は嘩に, A と- B の 組み 合 わせ は, 現代語の
方が元曲よりも ｢ゆ るや か｣ と い うこ とに な
る ｡ また楊は , 元曲で は- B B が同じでA が異
なる A B B型もしば しば見られる と述 べ て い
るが, こ の 点は現代語 でも同じこ とで , そう
であるか らこ そ, ｢逆配列辞典.｣ が編まれ る 意
義が ある ｡
そもそも, A B B型形容詞 にお い て, A と
- B Bの 組み 合 わせ が ｢ゆるやか ｣ か ｢きつ い ｣
か と い っ た こ とは
, 根本的な問題 では ない ｡
重要なこ とは , A と- B Bの 結合関係 を示し,
- B B が Aに どうい っ た意味を付与する のか ′を
明 らか にする こ とで ある ｡
『元曲選』 中 の A B B型 形容 詞 の , A と
- B Bの結合関係は4 で明らか に した の で, 汰
に~ B B がA に与える 意味に フ い て論 じる ｡ 序
論でも述べ たように , 本稿 の 目的は , - B B が
A に与え る種 々 の 意味 のうち, 乾義 ･ 褒義に
着 目し, 乾義を付与する- B B, 褒義を付与す
る- B Bを明 らか にす る こ とに ある ｡
5.1 定義 を付与する 一 B B
~ B Bの 中には , 否定的な意味合 い を持 つ A

















が そうである ｡ こ の
ような例は , A それ自身がす でに否定的な意
味を含ん で おり, - B B が A に乾義を付与した
とは考えな い ｡ こう い っ た点をふ まえ て用例
を検討する と, 乾義を付与する - B Bは次に挙
げる ようなもの が ある ｡
ト郡部】
自邸郡 (目が) うっ ろ である ｡
這 一 個版濯的 - ｡ 那 一 個股抹 的票 突突｡(9 6.
7)
鵠甚的黄甘甘改了面上 ｡ - 去了眼光 ｡ (11 14.
5)
ト乾乾】
黄乾乾 顔 色が黄色く つ や がな い ｡
我見他皮殻 鯖懐 ｡ 面色兄 - 揮滑痩｡(96 3. 1 8)
ト怯怯】
矯怯怯 ひ 弱 で臆病 ｡
我意答答難相 見｡ - 自席曙 ｡ 低頭伯語 ｡(17 43.
1 3)
5 ･ 2 褒義を付与する - B B
-B Bの 中に は, 肯定的な意味合 い を持 つ A








がそうで ある ｡ こ の
ような例は , A 自身がすで に肯定的な意味を
含ん でお り, - BB が A に褒義を付与した とは
考えな い ｡ こうい っ た点をふ まえて用例を検
討する と, 褒義を付与する-B B には次に挙げ
る ようなもの が ある ｡
り-廼団卜
紅彪艶 目に鮮やか な美しい 赤 ｡
感人消痩的疎離下黄甘甘菊蓋 開｡ 染人血 涙的
窄溝岸 - 楓乱落 ｡ (141 4. 19)
ト甜甜】
黒 甜甜 熟睡す る ｡
我睡珂 一 例 身如酒酔｡ (7 22. 1 5)
ト撃轡】
曲轡轡 眉 の形 が 美し い さ ま｡
他是巣矯滴滴海業花｡
,
･ ･ ･再不婿 一 遠 山眉兄蓋 ｡
7とi
山 田 藁 -
(3 59. 5)
脅穣嘩 歯排 犀 ｡ - 眉掃黛 o 高聾聾 撃 堆鳩 o
(80 2. 10)
玉婦婦 ｡ 新枕掠 ｡ - 柳眉青浅 ｡(1 228 ･ 1 7)




浅 ｡(14 58. 16)
K一髪髭】
黒 髭賀 宴が黒々 として美し い さ ま ｡
自森森的暗歯 ｡ 小頼頼的宋唇 ｡ - 的烏雲 ｡
(76 6. 1)
5. 3 肢 ｡ 褒両義 を付与 する - B B
【-甘甘】
〔乾〕 黄甘甘 黄色くて つ や が ない ｡
我看着休這噂股 ｡ 有些 - 的 ｡ (1 82･ 21)
早読 的来 - 改了面色 ｡(324. 1 0)
- 面色如金紙 ｡ (6 33. 14)
是個 - ｡ 痩胎 兇｡ (6 79. 1 5)
- 面皮如蟻喝 ｡(I OO9. ll)
〔褒〕 美甘甘 甘美である ｡ 心地よ い ｡
他他他則待要 - 傍玉軟香温｡(1 8 0･ 1 2)
只要件四人珂 - 迷着他南村夢見裏｡(1244･
4)
鳩人薬是 - 舌尖上幾 口甜 唾｡(1 416･ 1 6)
怒能勾天和婦 ｡ - 再得纏綿 .(1 423･ 4)
監一 滴滴】
〔乾〕 酎商滴 陳腐なさま ｡
酸溜溜魯論斉論 ｡ - 周南召南 ｡ (15 35･ 21)
窮油滴 ひ どく貧窮して い るさ ま｡
- 守着道草瓢也那晒巷 ｡(445. 21)
俺 - 寒鷹島賓庶 ｡(6 37. 5)
則篤俺 - 子母毎無依寡 ｡ (111 7･ 1 4)
〔褒〕 填滴滴 た おやか で美し い ｡
他是柴 - 海業花 ｡ (3 59･ 5)
安慰了我那
- 年少夫人 o (5 50･ 3)
我電通有
一 条 - 碧桃花 . (9 43･ 20)
我是柴 - 洛陽花 ｡ (9 80･ 5)
栗他 - 的声音 o(1 23 9･ 2)
体也消不得俺 - 桃豚杏腺｡ (15 34･ 9)
L杢 杢】
〔乾〕 死杢 杢 全く精彩が な い ｡
自従俺 父親 亡過 十年光 景 ｡ 只 在家 - 的間坐 ｡
(213. 1 6)
気重丞 ぶ ん ぶ ん怒る ｡ ふ さ ぎ込む ｡
他 酔 則酔 - 的 ｡ 我逼塞低 着頭 況 吟了 半 嫡｡
(1 06. 3)
等不 的俺延上笠歌散 ｡ 可不 - 胃突天顔 ｡(3 55･
9)
別件那疋 剛乞鐙躍自勺践路途 ｡ 我燭 自個 - 蹄庄
院｡(4 11. 1 2)
只見他 - 的庭階下立 地 ｡(4 1 3. 1 0)
〔褒〕 積杢 杢 非常 に 安穏なさ ま｡
我這裏 - 土坑上迷配 役騰的坐 ｡(79 2･ 4)
ト亭亭】 ､
〔乾〕 痩亭亭 今に も折れそうな程細 い o
俺娘捷着這候 - 蛙杖 ｡(2 69. 21)
〔褒〕 艶亭亭 あでや か で美しい ｡
管領他美孜孜八 百胴墳 ｡ 守定這 - 三千粉黛 ｡
(14 60. 9)
ト孜孜】
〔配〕 苦孜孜 酷 い め に遭 っ て苦しむ さ ま｡
-
｡ 涙綿練 ｡ 這場災禍従天至 ｡(6 34･ 18)
〔褒〕 美孜孜 華美である ｡ 心地よ い ｡
管領他 - ｡ 八 百胴焼 ｡(14 60･ 9)
俺這裏 - 在芙蓉帳笑春風 ｡(1666･ 13)
喜孜孜 心か ら喜 ぶ ｡
我只道他 - 開笑答 ｡(1 77･ 10)
等等等則待要 一 赴燕約鷲 敷 (180･ 1 3)
雀通珂 - 遠路去秦川願 (26 2･ 7)
若問成了 ｡ 我解体 - 賜賞加官 ｡ 若問不成珂 ｡
嘗我道明 晃晃勢剣銅金斯 ｡(67 7･ 5)
6 まと め に か えて
A B B型形容詞 の- B Bの描写性を精確 に 記
述す るに は, 何よりもまず多量 の 用例を収集
する こ と が 出発点 である こ と は, 論をまた な
い
｡ そして 次に , - B Bの持 つ 意味を探 っ て
い
く こ とに な る が , 本稿 では , 記述 の 方法 の
一
っ として- B Bと, A B B全体 の 匿義
･ 褒義と
の 関 鼠 と い う視点を提示 した o
"
自邸 那 の
『元 曲遠』 中の A B B型形容 詞














に ｢生気 がな い ･





が)う つ ろ である｣ と解釈する の はそ の 一 例
で ある ｡






の 意味 を考えるよりは , 解釈
に 妥当性があると考える ｡
もとより, A B B型形容詞 のすべ て が乾義 ･
褒義に分類 できるわ けで はなく, 好悪 の 感情
とは無関係の A B B は多い ｡ その-B Bの 記述
には , 好悪の 感情を視点とする 記述 とは 異な






, 中国文化叢書 皿言語 , 大修館書風 1 86(1967).
2) 青木正 児:青木正 児全集第4巻, 春秋社, 1973,. p
･632･
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, 語文論衡, 商務印書館, 1985, P･55, p.92.








(顔や 普, 物 の 色が汚れて 黒 い) と い っ た A




(くそま じめ) と い っ た A B X Y型 は , 強調形式で は ある が重畳形で
は な い の で , こ こ で は省略 した ｡
7) 朱徳賢覧:語法講義, 商務印書館, 1982, pp.73-75.
8) こ の こ と は必ずしも, A B-(A B)B と い う派生 の 順序を意味しな い ｡
9) 吉川幸次郎 :吉川幸次郎全集第14巻 , 筑摩書房, 1968, p･7 .
10) 内麻糸諸本とその 刊行年に つ い て , 富山大学助教授 , 小松兼 氏の 御教示を受けた ｡
ll) 合計1 00種 の戯曲が収 め られて い る所か ら 『元入百種曲』 とも呼ばれる ｡





, 言語学論叢第九軌 商務印書館, 149-168(1 98 2).
14) 副詞は述詞性 と体詞性に また がる品詞だ が , こ こ で は便宜上述詞性 に分類 した ｡
1 5) 注13) に同 じ｡
16) 相 原茂, 韓秀英 :現代中国語 A B B型形容詞逆配列辞典, く ろしお出版 , 1990.
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On the A B B Adje ctiv ein Yu a n- Qu - Xu a n
Shinichi Y A M A D
(Re c eiv ed Octobe r31, 1990)
A B S T R A C T
T his paperde als withthe str u ctu r e a nd u s es ofthe A B Badje ctiv e(o n e ofthe stativ e adje ctiv e s)
thatfrequ ently o ccu rsin Yu a n-Qu-Xu a n.
In o u r a n alysis of this stru ctu re, w efirst cla ssify the ste m A-into thre etypes :predic ativ e,
s ubstantiv e a nd o n o m atopo etic, a nd the n w e e n u m e rat the A B Badjectiv e sin Yu a n-Qu-Xu a n･
W he n w e a n alyz etheir u se s, w epay spe cial attentio nto peJO r atio n o r m elio r atio n ofthe A B B
c a u s ed by the s uffix -B B. T her eis a c ertain adequ a cyfor su ch a n alysis･
K E Y W O R D S
A B Badje ctiv e, Yu an-Qu-Xu a n, Pr edic ativ e, Substa ntiv e, On o m atopo etic, Pejoration/m elio r a-
tioll
